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毎月第３水曜日は、「手話推進の日」

　

交通政策課  電話：098-866-2045   FAX：098-866-2448問い合わせ 

第10回

～沖縄の発展のあゆみや将来の可能性、見て、知って、考える機会としよう～

　県内の中・高校生を対象に、本島中南部と面積・
人口規模が近い福岡県北九州市で鉄軌道を中心と
した公共交通の乗車
体験を通し、利便性や
駅周辺のまちづくり
などを学びました。
（参加者15名（応募者
90名））

復帰50周年記念事業『鉄軌道がもたらす新しい沖縄へ』

　沖縄県は、基幹的な公共交通システムである鉄道※を有していない我が国で唯一の
県です。
　戦後、米軍統治下にあった本県では、沖縄戦で壊滅した軽便鉄道の復旧は行われず、
その後の急激な自動車交通の増大等による慢性的な交通渋滞や公共交通の衰退、環境
負荷の増大など様々な問題が生じています。※沖縄都市モノレールは鉄道ではなく軌道

　県では、沖縄の歴史的・社会的事情を踏まえて、鉄軌道を含む新たな公共交通システムの導入に向けて、
県民一丸となった機運醸成等のため、今年度は復帰50周年記念事業としてワークショップやイベント等
を実施しました。今後も沖縄鉄軌道の早期導入に向けた取組を進めてまいります。

沖縄鉄軌道に関して、専用ホームページを開設しております。
是非ご覧下さい！

沖縄鉄軌道導入に向けて

　小学生を対象にワーク
ショップを開催し、建物や
線路・道路、乗り物の模型
を組み合わせながら、駅を
中心とした憧れのまちづ
くりに挑戦しました。
（参加者67名）

　『鉄軌道がもたらす新し
い沖縄へ』と題して、ラジ
オの公開生放送・鉄軌道導
入体験の発表会・鉄軌道パ
ネル展等を県内大型商業
施設で実施しました。

　埼玉大学 久保田尚教授
による基調講演に加え、パ
ネルディスカッションを
行い、沖縄の鉄軌道計画な
ど、将来の沖縄の発展に求
められる交通体系につい
て意見を交わしました。
（参加者130名）

HP

中・高校生向け 鉄軌道導入効果体験
～in北九州～　(令和４年８月)イベント

鉄軌道がもたらす
新しい沖縄へ（令和４年10月）

小学生向け 子どもえきまちづくり
ワークショップ（令和４年9月）

沖縄鉄軌道とまちづくり
（令和４年11月）

イベント

イベント シンポ
ジウム

くぼた   ひさし

沖縄鉄軌道シンボルマーク

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので、関心のある方は広報課までご連絡くだ
さい。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万9,382人
※前月比152人の増加

63万3,685世帯
※前月比459の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

大自然あふれる沖縄に自生して
いる野草の香りを楽しんだり、そ
のまま食べたり、料理に加えたり
している様子や、沖縄ならでは
の食材を使った季節ごとの料理
を描きました。

今月の表紙

「沖縄の食文化」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

復帰50周年記念事業
県政フラッシュ
特集：

沖縄あんやたんかんやたん -2017年～2021年編-
取り戻そう！健康長寿おきなわ！
タバコの煙から子どもを守るために！

県の動き１
県の動き２
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［北谷町］
県の動き3（新生活をバスやモノレールではじめよう）
情報ひろば
県の動き4（2023年版 「おきなわ食材の店」ガイドブックが完成しました！）
読者プレゼント・読者の声
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に
日
台
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制

限
が
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和
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れ
、台
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ー
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路
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が
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格
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に
再
開
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け
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に
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行
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光
関
係
）及
び
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空
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を
訪
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し
、路
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再
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意
を
示
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と
と
も
に
今
後
の

台
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縄
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流
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進
に
向
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た
意
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を
行
い
ま
し
た
。
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、台
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「米国統治の証」を未来へつなぐデジタルアーカイブ「米国統治の証」を未来へつなぐデジタルアーカイブ

沖縄鉄軌道導入に向けて

台湾観光協会会長との意見交換の様子

グアムでの軍関係者との意見交換の様子

パラオでのセミナーの様子　

美ら島沖縄 2023.3 2
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先
で
慰
霊
碑
等

を
訪
れ
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
犬
や
猫
の
譲
渡
拠
点
と
な
る

県
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
譲

渡
推
進
棟
の
開
所
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
式
で
は
、広
く
県
民
か
ら
公
募

し
決
定
し
た
譲
渡
推
進
棟
の
愛

称「
ハ
ピ
ア
ニ
お
き
な
わ
」を
発

表
し
、名
付
け
親
の
中
部
農
林
高

等
学
校（
３
年
）の
眞
榮
田
凜
奈

（
ま
え
だ
り
ん
な
）さ
ん
は「『
ハ
ッ

ピ
ー
』と『
ア
ニ
マ
ル
』が
掛
け
ら

れ
、動
物
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
よ

う
に
、と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
玉
城
知
事
は
、
挨
拶

で
「
沖
縄
県
と
し
て
は
、
譲
渡

推
進
棟
を
効
果
的
に
活
用
し
、

引
き
続
き
命
が
尊
重
さ
れ
る
動

物
愛
護
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

「米国統治の証」を未来へつなぐデジタルアーカイブ「米国統治の証」を未来へつなぐデジタルアーカイブ

沖縄鉄軌道導入に向けて

台湾観光協会会長との意見交換の様子

グアムでの軍関係者との意見交換の様子

パラオでのセミナーの様子　
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SPECIAL FEATURE

特 集
　「米国統治の証」を未来へつなぐデジタルアーカイブ　「米国統治の証」を未来へつなぐデジタルアーカイブ

あかしあかし琉
球
政
府
文
書
と
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
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昨
年
は
、テ
レ
ビ
や
新
聞
、文
化
施
設
等
で

沖
縄
の
本
土
復
帰
50
周
年
を
記
念
し
た
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
、沖
縄
戦
や
米
国
統
治
と

い
っ
た
出
来
事
が
記
録
を
通
し
て
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。そ
れ
は
、県
内
外
に
沖
縄
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、歴
史
を
振
り
返
る
に
は
記
録
が
大
切
な

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
県
で
は
、公
文
書
管
理
業
務
の
一
環
と
し

て「
琉
球
政
府
関
係
文
書
デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業

で
は「
ア
メ
リ
カ
世(

ゆ)

」と
言
わ
れ
る
米
国

統
治
下（
１
９
４
５
年
〜
７
２
年
）の
沖
縄
を

テ
ー
マ
に
、そ
の
時
代
に
存
在
し
た
琉
球
政

府
と
、米
国
側
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の

公
文
書
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
27
年
間
に
も
及
ぶ
米
国
統
治
と
い
う
特
殊

な
状
況
下
で
、沖
縄
で
何
が
起
き
、ど
の
よ
う

な
経
緯
で
復
帰
へ
至
っ
た
か
、歴
史
の
証
で

あ
る
公
文
書
を
通
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い

き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
対
象
に
し
て
い
る「
琉
球
政
府
文
書
」

と「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ（
ユ
ー
ス
カ
ー
）文
書
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
琉
球
政
府
文
書
と
は

　
占
領
初
期
、米
国
は
北
緯
30
度
以
南
の
南
西
諸
島
を
沖
縄
、宮
古
、

八
重
山
及
び
奄
美（
鹿
児
島
県
）の
４
群
島
に
分
割
し
て
軍
政
を
敷

き
、そ
の
下
に
住
民
に
よ
る
行
政
機
構
を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

52
年
４
月
に
統
一
機
構
と
し
て
琉
球
政
府
を
設
置
し
ま
し
た
。琉
球

政
府
は「
琉
球
に
お
け
る
政
治
の
全
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。た

だ
し
、琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
布
告
、布
令
及
び
指
令
に
従
う
」と

い
う
立
場
で
し
た
。「
琉
球
政
府
文
書
」と
は
、琉
球
政
府
や
そ
の
前

身
機
構
の
公
文
書
群
を
い
い
ま
す
。

●
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
と
は

　
米
国
は
、琉
球
列
島
で
の
行
政
運
営
方
針「
軍
事
的
必
要
の
許
す

範
囲
に
お
い
て
住
民
の
経
済
的
及
び
社
会
的
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

を
遂
行
す
る
た
め
の
在
沖
行
政
機
構
と
し
て
、50
年
12
月
に
琉
球
列

島
米
国
民
政
府
を
設
置
し
ま
し
た
。「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
」と
は
、同

政
府
の
公
文
書
群
を
い
い
ま
す
。

琉
球
政
府
関
係
文
書

デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

　
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
公
文
書
を
随
時
公
開
し

て
い
る
サ
イ
ト
が「
琉
球
政
府
の
時
代
」で

す
。公
文
書
の
閲
覧
を
は
じ
め
、米
国
統
治
下

の
沖
縄
に
関
す
る
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
10
万
冊
余
り
の
公
文
書
を
公
開
し

て
お
り
、国
内
最
大
級
の
公
文
書
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
、令
和
元
年
度
に
は
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
琉
球
政
府
の
時
代
」

　
こ
の
サ
イ
ト
が
テ
ー
マ
と
す
る
米
国
統
治
下

の
時
代
背
景
を
振
り
返
り
ま
す
。

◆
沖
縄
戦
と
米
軍
政
の
開
始

　
日
本
が
連
合
国
と
戦
っ
た
太
平
洋
戦
争
末
期

の
４５
年
、
米
軍
は
３
月
に
慶
良
間
諸
島
へ
、４
月

に
沖
縄
本
島
へ
上
陸
し
、沖
縄
戦
が
始
ま
り
ま

す
。

　
上
陸
し
た
米
軍
は
戦
闘
と
同
時
に
占
領
地
に

お
い
て
日
本
の
行
政
権
停
止
を
宣
言
し
、軍
政
を

開
始
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
27
年
間
、
沖
縄
は
日

本
と
は
別
の
道
を
歩
み
ま
す
。

◆
太
平
洋
戦
争
と
沖
縄
戦
の
終
結

　
45
年
８
月
14
日
、日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
託

を
決
定
し
、９
月
２
日
に
同
宣
言
の
履
行
を
定
め

た
降
伏
文
書
に
調
印
し
て
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
ま
す
。以
降
、日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
に

置
か
れ
ま
す
。

　
一
方
、沖
縄
で
は
45
年
６
月
に
日
本
軍
の
組
織

的
抵
抗
が
終
わ
っ
た
後
も
局
地
的
に
は
戦
闘
が

続
き
、９
月
７
日
に
南
西
諸
島
の
日
本
軍
が
降
伏

文
書
に
調
印
し
て
沖
縄
戦
が
正
式
に
終
結
し
ま

す
。

　
そ
の
後
、沖
縄
は
日
本
と
行
政
的
に
分
離
さ

れ
、米
国
に
よ
る
軍
政
が
継
続
し
ま
す
。

◆
琉
球
政
府
の
設
立
と
対
日
平
和
条
約
発
効

　
対
日
平
和
条
約
発
効
を
直
前
に
控
え
た
52
年

４
月
１
日
、米
国
民
政
府
の
下
に
琉
球
政
府
が
設

立
さ
れ
ま
す
。
　
そ
し
て
28
日
、
同
条
約
が
発

効
す
る
と
、連
合
国
軍
の
占
領
が
終
了
し
て
日
本

は
主
権
を
回
復
し
ま
す
が
、沖
縄
は
帰
属
確
定
ま

で
の
間
、正
式
に
米
国
の
施
政
下
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 

沖
縄
返
還
協
定
発
効
、本
土
復
帰

　
そ
れ
か
ら
20
年
経
過
し
た
72
年
５
月
、沖
縄
返

還
協
定
の
発
効
に
よ
り
、沖
縄
は
日
本
へ
返
還
さ

れ
、地
方
自
治
法
上
の
県
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

米国の沖縄統治のあらまし（1945年～72年）

インターネット

閲覧 閲覧

デ
ジ
タ
ル
化

公
文
書

琉球政府の時代

時を超えて伝えたい沖縄がここにある

米国統治機構と住民自治機構の変遷概略図

1

1234

2

4
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戦
争
で
ほ
と
ん
ど
の
公
文
書
を

失
っ
た
沖
縄
に
と
っ
て
、戦
後
の

米
国
統
治
下
で
残
さ
れ
て
き
た
公

文
書
は
、な
お
さ
ら
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。「
琉
球
政
府
の
時

代
」は
、こ
の
財
産
を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、「
だ
れ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ

で
も
、そ
し
て
、い
つ
ま
で
も
」利

用
で
き
る
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

※奄美群島政府は、その後に琉球政府の奄美地方庁となり、
1953年12月に奄美群島が日本に復帰し、鹿児島県大島支庁に
なりました。

沖縄本島に上陸する米軍
（1945年4月1日 読谷村）
沖縄本島に上陸する米軍
（1945年4月1日 読谷村）

沖縄復帰記念式典
（1972年5月15日 那覇市民会館）
沖縄復帰記念式典
（1972年5月15日 那覇市民会館）

琉球政府創立式典 
（1952年4月1日 琉球大学）
琉球政府創立式典 
（1952年4月1日 琉球大学）

沖縄戦の降伏調印式
（1945年9月7日 嘉手納基地）
沖縄戦の降伏調印式
（1945年9月7日 嘉手納基地）

52年4月～

琉球政府

（1951年4月に琉球
臨時中央政府が設置）

45年4月～
米国軍政府

45.8～
沖縄
諮詢会

住
民
自
治
機
構

米
国
統
治
機
構

46.4～
沖縄
民政府

50.11～
沖縄
群島政府

45.12～
宮古
支庁

47.3～
宮古
民政府

50.11～
宮古
群島政府

45.12～
八重山
支庁

47.3～
八重山
民政府

50.11～
八重山
群島政府

46.2～
大島
支庁

46.10～
臨時北部
南西諸島政庁

50.11～
※奄美
群島政府

50年12月～
琉球列島米国民政府
（USCAR）

ウェブサイト「琉球政府の時代」で公開中の主な公文書

●
琉
球
政
府
の
局
長
会
議
録

　
局
長
会
議
は「
行
政
主
席
の
政
策
の
樹
立
及

び
実
施
の
統
一
を
保
持
す
る
た
め
の
補
佐
機

関
」で
、行
政
主
席（
琉
球
政
府
の
長
）、行
政
副

主
席
及
び
各
行
政
事
務
部
局
の
長
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
会
議
録
に
は
、当
時
の

重
要
施
策
や
課
題
に
関
す
る
審
議
の
過
程
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
軍
用
地
関
係
事
務
所
の
文
書

　
占
領
初
期
の
米
軍
は
、立
退
命
令
等
に
よ
り

軍
用
地
を
取
得
し
て
い
ま
し
た
が
、対
日
平
和

条
約
発
効
後
は
、収
用
制
度
を
確
立
し
て
軍
用

地
を
取
得
し
ま
し
た
。軍
用
地
関
係
事
務
所
の

文
書
に
は
、収
用
制
度
に
基
づ
く
手
続
き
や
住

民
と
の
交
渉
過
程
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
土
地
所
有
権
認
定
関
係
文
書

　
終
戦
後
、戦
禍
で
失
っ
た
土
地
の
公
図
や
公

簿
等
を
回
復
す
る
た
め
、米
国
軍
政
府
は
各
市

町
村
長
に
土
地
所
有
者
を
確
認
さ
せ
て
、そ
の

結
果
を
も
と
に
所
有
権
を
認
定
し
ま
し
た
。そ

の
際
に
所
有
者
か
ら
提
出
さ
れ
た「
土
地
所
有

申
請
書
」や
認
定
さ
れ
た
一
筆
ご
と
の
所
有
者

を
ま
と
め
た「
一
筆
限
調
書
等
」が
あ
り
ま
す
。

●
琉
球
政
府
の
広
報
誌

　
琉
球
政
府
は
、政
府
の
諸
活
動
に
つ
い
て
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、『
広
報
琉

球
』、『
琉
球
の
あ
ゆ
み
』、『
沖
縄
の
あ
ゆ
み
』を

発
刊
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
広
報
誌
は
政
府
内

の
活
動
報
告
の
ほ
か
、当
時
の
沖
縄
や
日
本
の

状
況
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
住
民
に
説

明
し
て
い
ま
す
。
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昨
年
は
、テ
レ
ビ
や
新
聞
、文
化
施
設
等
で

沖
縄
の
本
土
復
帰
50
周
年
を
記
念
し
た
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
、沖
縄
戦
や
米
国
統
治
と

い
っ
た
出
来
事
が
記
録
を
通
し
て
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。そ
れ
は
、県
内
外
に
沖
縄
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、歴
史
を
振
り
返
る
に
は
記
録
が
大
切
な

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
県
で
は
、公
文
書
管
理
業
務
の
一
環
と
し

て「
琉
球
政
府
関
係
文
書
デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業

で
は「
ア
メ
リ
カ
世(

ゆ)

」と
言
わ
れ
る
米
国

統
治
下（
１
９
４
５
年
〜
７
２
年
）の
沖
縄
を

テ
ー
マ
に
、そ
の
時
代
に
存
在
し
た
琉
球
政

府
と
、米
国
側
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の

公
文
書
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
27
年
間
に
も
及
ぶ
米
国
統
治
と
い
う
特
殊

な
状
況
下
で
、沖
縄
で
何
が
起
き
、ど
の
よ
う

な
経
緯
で
復
帰
へ
至
っ
た
か
、歴
史
の
証
で

あ
る
公
文
書
を
通
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い

き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
対
象
に
し
て
い
る「
琉
球
政
府
文
書
」

と「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ（
ユ
ー
ス
カ
ー
）文
書
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
琉
球
政
府
文
書
と
は

　
占
領
初
期
、米
国
は
北
緯
30
度
以
南
の
南
西
諸
島
を
沖
縄
、宮
古
、

八
重
山
及
び
奄
美（
鹿
児
島
県
）の
４
群
島
に
分
割
し
て
軍
政
を
敷

き
、そ
の
下
に
住
民
に
よ
る
行
政
機
構
を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

52
年
４
月
に
統
一
機
構
と
し
て
琉
球
政
府
を
設
置
し
ま
し
た
。琉
球

政
府
は「
琉
球
に
お
け
る
政
治
の
全
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。た

だ
し
、琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
布
告
、布
令
及
び
指
令
に
従
う
」と

い
う
立
場
で
し
た
。「
琉
球
政
府
文
書
」と
は
、琉
球
政
府
や
そ
の
前

身
機
構
の
公
文
書
群
を
い
い
ま
す
。

●
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
と
は

　
米
国
は
、琉
球
列
島
で
の
行
政
運
営
方
針「
軍
事
的
必
要
の
許
す

範
囲
に
お
い
て
住
民
の
経
済
的
及
び
社
会
的
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

を
遂
行
す
る
た
め
の
在
沖
行
政
機
構
と
し
て
、50
年
12
月
に
琉
球
列

島
米
国
民
政
府
を
設
置
し
ま
し
た
。「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
」と
は
、同

政
府
の
公
文
書
群
を
い
い
ま
す
。

琉
球
政
府
関
係
文
書

デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

　
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
公
文
書
を
随
時
公
開
し

て
い
る
サ
イ
ト
が「
琉
球
政
府
の
時
代
」で

す
。公
文
書
の
閲
覧
を
は
じ
め
、米
国
統
治
下

の
沖
縄
に
関
す
る
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
10
万
冊
余
り
の
公
文
書
を
公
開
し

て
お
り
、国
内
最
大
級
の
公
文
書
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
、令
和
元
年
度
に
は
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
琉
球
政
府
の
時
代
」

　
こ
の
サ
イ
ト
が
テ
ー
マ
と
す
る
米
国
統
治
下

の
時
代
背
景
を
振
り
返
り
ま
す
。

◆
沖
縄
戦
と
米
軍
政
の
開
始

　
日
本
が
連
合
国
と
戦
っ
た
太
平
洋
戦
争
末
期

の
４５
年
、
米
軍
は
３
月
に
慶
良
間
諸
島
へ
、４
月

に
沖
縄
本
島
へ
上
陸
し
、沖
縄
戦
が
始
ま
り
ま

す
。

　
上
陸
し
た
米
軍
は
戦
闘
と
同
時
に
占
領
地
に

お
い
て
日
本
の
行
政
権
停
止
を
宣
言
し
、軍
政
を

開
始
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
27
年
間
、
沖
縄
は
日

本
と
は
別
の
道
を
歩
み
ま
す
。

◆
太
平
洋
戦
争
と
沖
縄
戦
の
終
結

　
45
年
８
月
14
日
、日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
託

を
決
定
し
、９
月
２
日
に
同
宣
言
の
履
行
を
定
め

た
降
伏
文
書
に
調
印
し
て
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
ま
す
。以
降
、日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
に

置
か
れ
ま
す
。

　
一
方
、沖
縄
で
は
45
年
６
月
に
日
本
軍
の
組
織

的
抵
抗
が
終
わ
っ
た
後
も
局
地
的
に
は
戦
闘
が

続
き
、９
月
７
日
に
南
西
諸
島
の
日
本
軍
が
降
伏

文
書
に
調
印
し
て
沖
縄
戦
が
正
式
に
終
結
し
ま

す
。

　
そ
の
後
、沖
縄
は
日
本
と
行
政
的
に
分
離
さ

れ
、米
国
に
よ
る
軍
政
が
継
続
し
ま
す
。

◆
琉
球
政
府
の
設
立
と
対
日
平
和
条
約
発
効

　
対
日
平
和
条
約
発
効
を
直
前
に
控
え
た
52
年

４
月
１
日
、米
国
民
政
府
の
下
に
琉
球
政
府
が
設

立
さ
れ
ま
す
。
　
そ
し
て
28
日
、
同
条
約
が
発

効
す
る
と
、連
合
国
軍
の
占
領
が
終
了
し
て
日
本

は
主
権
を
回
復
し
ま
す
が
、沖
縄
は
帰
属
確
定
ま

で
の
間
、正
式
に
米
国
の
施
政
下
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 

沖
縄
返
還
協
定
発
効
、本
土
復
帰

　
そ
れ
か
ら
20
年
経
過
し
た
72
年
５
月
、沖
縄
返

還
協
定
の
発
効
に
よ
り
、沖
縄
は
日
本
へ
返
還
さ

れ
、地
方
自
治
法
上
の
県
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

米国の沖縄統治のあらまし（1945年～72年）

インターネット

閲覧 閲覧

デ
ジ
タ
ル
化

公
文
書

琉球政府の時代

時を超えて伝えたい沖縄がここにある

米国統治機構と住民自治機構の変遷概略図
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1234
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戦
争
で
ほ
と
ん
ど
の
公
文
書
を

失
っ
た
沖
縄
に
と
っ
て
、戦
後
の

米
国
統
治
下
で
残
さ
れ
て
き
た
公

文
書
は
、な
お
さ
ら
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。「
琉
球
政
府
の
時

代
」は
、こ
の
財
産
を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、「
だ
れ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ

で
も
、そ
し
て
、い
つ
ま
で
も
」利

用
で
き
る
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

※奄美群島政府は、その後に琉球政府の奄美地方庁となり、
1953年12月に奄美群島が日本に復帰し、鹿児島県大島支庁に
なりました。

沖縄本島に上陸する米軍
（1945年4月1日 読谷村）
沖縄本島に上陸する米軍
（1945年4月1日 読谷村）

沖縄復帰記念式典
（1972年5月15日 那覇市民会館）
沖縄復帰記念式典
（1972年5月15日 那覇市民会館）

琉球政府創立式典 
（1952年4月1日 琉球大学）
琉球政府創立式典 
（1952年4月1日 琉球大学）

沖縄戦の降伏調印式
（1945年9月7日 嘉手納基地）
沖縄戦の降伏調印式
（1945年9月7日 嘉手納基地）

52年4月～

琉球政府

（1951年4月に琉球
臨時中央政府が設置）

45年4月～
米国軍政府

45.8～
沖縄
諮詢会

住
民
自
治
機
構

米
国
統
治
機
構

46.4～
沖縄
民政府

50.11～
沖縄
群島政府

45.12～
宮古
支庁

47.3～
宮古
民政府

50.11～
宮古
群島政府

45.12～
八重山
支庁

47.3～
八重山
民政府

50.11～
八重山
群島政府

46.2～
大島
支庁

46.10～
臨時北部
南西諸島政庁

50.11～
※奄美
群島政府

50年12月～
琉球列島米国民政府
（USCAR）

ウェブサイト「琉球政府の時代」で公開中の主な公文書

●
琉
球
政
府
の
局
長
会
議
録

　
局
長
会
議
は「
行
政
主
席
の
政
策
の
樹
立
及

び
実
施
の
統
一
を
保
持
す
る
た
め
の
補
佐
機

関
」で
、行
政
主
席（
琉
球
政
府
の
長
）、行
政
副

主
席
及
び
各
行
政
事
務
部
局
の
長
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
会
議
録
に
は
、当
時
の

重
要
施
策
や
課
題
に
関
す
る
審
議
の
過
程
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
軍
用
地
関
係
事
務
所
の
文
書

　
占
領
初
期
の
米
軍
は
、立
退
命
令
等
に
よ
り

軍
用
地
を
取
得
し
て
い
ま
し
た
が
、対
日
平
和

条
約
発
効
後
は
、収
用
制
度
を
確
立
し
て
軍
用

地
を
取
得
し
ま
し
た
。軍
用
地
関
係
事
務
所
の

文
書
に
は
、収
用
制
度
に
基
づ
く
手
続
き
や
住

民
と
の
交
渉
過
程
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
土
地
所
有
権
認
定
関
係
文
書

　
終
戦
後
、戦
禍
で
失
っ
た
土
地
の
公
図
や
公

簿
等
を
回
復
す
る
た
め
、米
国
軍
政
府
は
各
市

町
村
長
に
土
地
所
有
者
を
確
認
さ
せ
て
、そ
の

結
果
を
も
と
に
所
有
権
を
認
定
し
ま
し
た
。そ

の
際
に
所
有
者
か
ら
提
出
さ
れ
た「
土
地
所
有

申
請
書
」や
認
定
さ
れ
た
一
筆
ご
と
の
所
有
者

を
ま
と
め
た「
一
筆
限
調
書
等
」が
あ
り
ま
す
。

●
琉
球
政
府
の
広
報
誌

　
琉
球
政
府
は
、政
府
の
諸
活
動
に
つ
い
て
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、『
広
報
琉

球
』、『
琉
球
の
あ
ゆ
み
』、『
沖
縄
の
あ
ゆ
み
』を

発
刊
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
広
報
誌
は
政
府
内

の
活
動
報
告
の
ほ
か
、当
時
の
沖
縄
や
日
本
の

状
況
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
住
民
に
説

明
し
て
い
ま
す
。

美ら島沖縄 2023.35



毎月第３水曜日は、「手話推進の日」

首
里
城
が
火
災
に
よ
り
焼
失

観
光
客
が
１
千
万
人
を
突
破
！

五
輪
に
喜
び
、コ
ロ
ナ
で

困
難
も
あ
っ
た
５
年
間

観
光
客
が
１
千
万
人
を
突
破
！

五
輪
に
喜
び
、コ
ロ
ナ
で

困
難
も
あ
っ
た
５
年
間

　
2
0
1
7
年
か
ら
2
0
2
1
年
の
5
年

間
で
起
き
た
最
も
大
き
な
出
来
事
は
、現
在

も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
影
響
に
よ

り
、東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
史
上

初
め
て
開
幕
が
一
年
延
期
、無
観
客
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、県
出
身
・
県
関
係
者

が
活
躍
。空
手
男
子
形
の
喜
友
名
諒
選
手
に

よ
る
金
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
、県
民
に
大
き
な

感
動
を
与
え
ま
し
た
。　

　
一
方
、観
光
業
を
中
心
に
好
調
だ
っ
た
県

経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
大
打
撃
を

受
け
、2
0
1
8
年
度
に
1
千
万
人
を
突
破

し
た
観
光
客
は
２
０
２
０
年
度
に
は
２
５

８
万
人
ま
で
大
幅
に
減
少
。さ
ら
に
首
里
城

が
火
災
に
よ
り
焼
失
す
る
な
ど
、辛
い
出
来

事
が
続
き
ま
し
た
が
、沖
縄
・
奄
美
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
未
明
に
、那
覇
市
の
首

里
城
で
火
災
が
発
生
し
、正
殿
、南

殿
、北
殿
、書
院
・鎖
之
間
（
さ
す

の
ま
）な
ど
の
主
要
６
棟
が
全
焼

し
、奉
神
門
、女
官
居
室
の
２
棟
が

焼
損
、貴
重
な
収
蔵
品
も
約
４
０
０

点
が
焼
失
し
ま
し
た
。沖
縄
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
象
徴
す
る
首
里

城
の
火
災
は
県
民
に
強
い
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
。
復
帰
か
ら
の
50

年
を
毎
号
５
年
ご
と
に
振
り
返
り
、主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
と
共
に
紹
介
。

　
そ
の
当
時
を
知
ら
な
い
人
は
学
び
な
が
ら
、
そ
の
当
時
を
知
る
人
は「
あ

ん
や
た
ん
、
か
ん
や
た
ん（
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
）」
と
懐
か
し
み
な

が
ら
そ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

その後、県内外そして海外から
も首里城復興への支援があり、
昨年末までに57億円もの寄付
金が県に寄せられています。

　「捨てるものがない明日」を目指し、
環境に配慮した商品を開発している
会社「フードリボン」では、パイナップ
ル収穫後、畑に大量に廃棄されていた
葉を加工して、ストローを作り出しま
した。繊維抽出時に大量に出る残渣
（残りかす）を活用しているためコス
トパフォーマンスが良く、さらに普通

2018年

8棟が焼損、収蔵品約400点が焼失
県民に深い悲しみ

ここがポイント

2019年

ここがポイント
2017年～2021年編

2017年
●「空手発祥の地・沖縄」の発信拠点として
沖縄空手会館が開館

●世界ボクシング評議会（WBC）フライ級タ
イトルマッチで比嘉大吾選手が世界王者に

2018年　
●渋滞緩和を目指し、浦添市西洲（いりじ
ま）と宜野湾市宇地泊を結ぶ4.5キロの西
海岸道路が開通

●宮古島のパーントゥが「来訪神　仮面・仮
装の神々」としてユネスコ無形文化遺産
に登録

●県知事選で玉城デニー氏が初当選

2019年　
●沖縄都市モノレール（ゆいレール）が浦添
市（てだこ浦西線）まで4駅延伸

2020年
●プロ野球西武の平良海馬投手が、県勢で
初めて新人王に選出

●那覇空港の第2滑走路が運用開始。滑走路
処理容量が従来の1.8倍と大幅に拡大

●県内におけるコロナウイルス（COVID
    -19）感染者の初確認

2021年　
●琉球舞踊真踊流の宮城幸子氏、重踊流の
志田房子氏が琉球舞踊の分野で初めて人
間国宝に認定　

●奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島
が世界自然遺産に登録　

その他主な出来事

のプラスチックとは違いコンポスト
環境下で堆肥に生まれ変わる成分で
作っているので、海ごみの代表とも
いえるマイクロプラスチックにはな
らず、安心して使うことができます。
漂白処理が施されていないため温か
みを感じる色合いも魅力です。

パイナップルの葉繊維入りストロー

https://food-reb
orn.co.jp/

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【問い合わせ】
FOOD REBORN

安室奈美恵氏引退

ラストツアーは75万人を動員
県民栄誉賞の受賞も

県出身の歌手、安室奈美恵氏が9月16日に引
退しました。引退前日には沖縄コンベンショ
ンセンターでライブが開か
れ、最後の姿を見届けよう
と全国から数万人のファン
が駆け付けました。

観光業を中心とした県経済の拡大により、観
光客が初めて1千万人を突破しました。大型
クルーズ船の寄港増や大型連休の好調な旅
行需要、下地島空港ターミナルの開港などを
背景に、7年連続で入域観光客数の過去最高
を更新しました。

東京五輪・パラリンピックで
県出身・県関係選手が活躍

空手男子形で県出身者初の
五輪金メダル

五輪には県出身・県関係選手は過去最多の
11名、パラリンピックは2名が出場し、合
わせて計6個のメダルを獲得しました。な
かでも空手男子形の喜友名諒選手が県出
身者初の金メダルを獲得しました。

観光客が1千万人突破

観光業を中心に
県経済が拡大

提供：沖縄タイムス社

提供：沖縄タイムス社
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このとき県出身・県関係選
手が手にしたメダルの内訳
は、金が二つ、銀が一つ、銅
が三つです。もう一つの金
メダルは、野球の平良海馬
選手が獲得しました。

2021年

提供：那覇市

提供：喜友名諒/Shutterstock.com

引退記念イベ
ントが

全国で開催さ
れるな

ど、「引退フィ
ーバー」

ともいえる現
象が起

こりました　

2019年
県内外から多

くの支

援が寄せられ
、再建

へ向けての輪
が広が

りました 
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毎月第３水曜日は、「手話推進の日」

首
里
城
が
火
災
に
よ
り
焼
失

観
光
客
が
１
千
万
人
を
突
破
！

五
輪
に
喜
び
、コ
ロ
ナ
で

困
難
も
あ
っ
た
５
年
間

観
光
客
が
１
千
万
人
を
突
破
！

五
輪
に
喜
び
、コ
ロ
ナ
で

困
難
も
あ
っ
た
５
年
間

　
2
0
1
7
年
か
ら
2
0
2
1
年
の
5
年

間
で
起
き
た
最
も
大
き
な
出
来
事
は
、現
在

も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
影
響
に
よ

り
、東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
史
上

初
め
て
開
幕
が
一
年
延
期
、無
観
客
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、県
出
身
・
県
関
係
者

が
活
躍
。空
手
男
子
形
の
喜
友
名
諒
選
手
に

よ
る
金
メ
ダ
ル
獲
得
な
ど
、県
民
に
大
き
な

感
動
を
与
え
ま
し
た
。　

　
一
方
、観
光
業
を
中
心
に
好
調
だ
っ
た
県

経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
大
打
撃
を

受
け
、2
0
1
8
年
度
に
1
千
万
人
を
突
破

し
た
観
光
客
は
２
０
２
０
年
度
に
は
２
５

８
万
人
ま
で
大
幅
に
減
少
。さ
ら
に
首
里
城

が
火
災
に
よ
り
焼
失
す
る
な
ど
、辛
い
出
来

事
が
続
き
ま
し
た
が
、沖
縄
・
奄
美
が
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
10
月
31
日
未
明
に
、那
覇
市
の
首

里
城
で
火
災
が
発
生
し
、正
殿
、南

殿
、北
殿
、書
院
・鎖
之
間
（
さ
す

の
ま
）な
ど
の
主
要
６
棟
が
全
焼

し
、奉
神
門
、女
官
居
室
の
２
棟
が

焼
損
、貴
重
な
収
蔵
品
も
約
４
０
０

点
が
焼
失
し
ま
し
た
。沖
縄
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
象
徴
す
る
首
里

城
の
火
災
は
県
民
に
強
い
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
。
復
帰
か
ら
の
50

年
を
毎
号
５
年
ご
と
に
振
り
返
り
、主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
と
共
に
紹
介
。

　
そ
の
当
時
を
知
ら
な
い
人
は
学
び
な
が
ら
、
そ
の
当
時
を
知
る
人
は「
あ

ん
や
た
ん
、
か
ん
や
た
ん（
あ
あ
だ
っ
た
、
こ
う
だ
っ
た
）」
と
懐
か
し
み
な

が
ら
そ
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

その後、県内外そして海外から
も首里城復興への支援があり、
昨年末までに57億円もの寄付
金が県に寄せられています。

　「捨てるものがない明日」を目指し、
環境に配慮した商品を開発している
会社「フードリボン」では、パイナップ
ル収穫後、畑に大量に廃棄されていた
葉を加工して、ストローを作り出しま
した。繊維抽出時に大量に出る残渣
（残りかす）を活用しているためコス
トパフォーマンスが良く、さらに普通

2018年

8棟が焼損、収蔵品約400点が焼失
県民に深い悲しみ

ここがポイント

2019年

ここがポイント
2017年～2021年編

2017年
●「空手発祥の地・沖縄」の発信拠点として
沖縄空手会館が開館

●世界ボクシング評議会（WBC）フライ級タ
イトルマッチで比嘉大吾選手が世界王者に

2018年　
●渋滞緩和を目指し、浦添市西洲（いりじ
ま）と宜野湾市宇地泊を結ぶ4.5キロの西
海岸道路が開通

●宮古島のパーントゥが「来訪神　仮面・仮
装の神々」としてユネスコ無形文化遺産
に登録

●県知事選で玉城デニー氏が初当選

2019年　
●沖縄都市モノレール（ゆいレール）が浦添
市（てだこ浦西線）まで4駅延伸

2020年
●プロ野球西武の平良海馬投手が、県勢で
初めて新人王に選出

●那覇空港の第2滑走路が運用開始。滑走路
処理容量が従来の1.8倍と大幅に拡大

●県内におけるコロナウイルス（COVID
    -19）感染者の初確認

2021年　
●琉球舞踊真踊流の宮城幸子氏、重踊流の
志田房子氏が琉球舞踊の分野で初めて人
間国宝に認定　

●奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島
が世界自然遺産に登録　

その他主な出来事

のプラスチックとは違いコンポスト
環境下で堆肥に生まれ変わる成分で
作っているので、海ごみの代表とも
いえるマイクロプラスチックにはな
らず、安心して使うことができます。
漂白処理が施されていないため温か
みを感じる色合いも魅力です。

パイナップルの葉繊維入りストロー

https://food-reb
orn.co.jp/

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【問い合わせ】
FOOD REBORN

安室奈美恵氏引退

ラストツアーは75万人を動員
県民栄誉賞の受賞も

県出身の歌手、安室奈美恵氏が9月16日に引
退しました。引退前日には沖縄コンベンショ
ンセンターでライブが開か
れ、最後の姿を見届けよう
と全国から数万人のファン
が駆け付けました。

観光業を中心とした県経済の拡大により、観
光客が初めて1千万人を突破しました。大型
クルーズ船の寄港増や大型連休の好調な旅
行需要、下地島空港ターミナルの開港などを
背景に、7年連続で入域観光客数の過去最高
を更新しました。

東京五輪・パラリンピックで
県出身・県関係選手が活躍

空手男子形で県出身者初の
五輪金メダル

五輪には県出身・県関係選手は過去最多の
11名、パラリンピックは2名が出場し、合
わせて計6個のメダルを獲得しました。な
かでも空手男子形の喜友名諒選手が県出
身者初の金メダルを獲得しました。

観光客が1千万人突破

観光業を中心に
県経済が拡大

提供：沖縄タイムス社

提供：沖縄タイムス社
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このとき県出身・県関係選
手が手にしたメダルの内訳
は、金が二つ、銀が一つ、銅
が三つです。もう一つの金
メダルは、野球の平良海馬
選手が獲得しました。

2021年

提供：那覇市

提供：喜友名諒/Shutterstock.com

引退記念イベ
ントが

全国で開催さ
れるな

ど、「引退フィ
ーバー」

ともいえる現
象が起

こりました　

2019年
県内外から多

くの支

援が寄せられ
、再建

へ向けての輪
が広が

りました 

美ら島沖縄 2023.37


